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“卓越研究領域の育成・先鋭化”と“グッドプラクティスの全学展開”による卓越分野増幅型経営改革金沢モデルの展開

～ 金沢大学における 大学改革・経営改革 による“成長戦略”経過 ～

金沢大学の

経営改革ビジョン
大学が有する経営資源を最大限に活用し、社会における＜金沢大学＞のプレゼンスを向上させ

社会からの期待に応え投資を呼び込む “社会とのサーキュレーション” の確立を目指す
中規模総合大学

経営改革モデルの構築

2010～

研究域等附属研究センター創設
2010～

2015 新学術創成研究機構創設

2017～ 研究所創設

2014～ 超然・先魁プロジェクト創設

2017   世界トップレベル研究拠点
プログラム（WPI）指定

・AFM技術によるナノバイオロジー研究
・環日本海域に見る土地・海・風の環 等

将来性のある“種”を見出し “大樹”に育て 大きな“実”を生む

・理工研究域バイオAFM先端研究センター
・理工学域 能登海洋水産センター
・医薬保健研究域ＡＩホスピタル・マクロ

シグナルダイナミクス研究開発センター 等

・ナノ生命科学研究所
・ナノマテリアル研究所
・設計製造技術研究所 等

・革新的原子間力顕微鏡技術によるナノサイエンス
研究拠点の形成

・超分子による革新的マテリアル開発の拠点形成 等

・がん進展制御研究所
・環日本海域環境研究センター

・ナノ内視鏡技術の開発
・生命現象のナノレベルでの根本的理解

2019～ 研究施設建設費の投資
2019 研究施設用地の提供
能登町 6,822㎡

能登町 2棟2,300㎡ 企業 数十億円

2014～ 教養教育改革

2018～ 学類再編・入試改革

2016～ 共同教育課程の創設

2018～ 分野融合型博士人材養成

2021～ 新学域創設（融合学域）

教育方法の見直し
奨学金等の提供
・石川県・富山県 地域枠学生支援
・卒業生 金沢大学基金 等
・企業 寄附講座、共同研究講座

連携講座 等 計6.7億円

インターンシップ・海外派遣支援

2014～ 意思決定の迅速化

人事給与制度改革

2014～ YAMAZAKIプラン策定

教員配置計画の策定

部局の運営目標の策定

戦略的な予算統制

学長の業績評価の実施

学長による部局長の選定

・大学改革推進委員会の設置

・年俸制、RP制度、TT制度、クロスアポイントメント制度、
卓越研究員制度、教員評価制度等を一早く導入

IR機能の強化
・URAの組織化、大学改革推進室・教育政策室

2017～ 財政計画の策定・見直し

2019 先端科学・社会共創推進機構創設

グローバル化の推進 留学生の増加

外部資金

共同研究・受託研究費

共同事業・受託事業費

成果

“種”の“結実”までに
長い時間を要する

初期投資に限界があり
複数分野への
並行投資が困難

対策

課題

学長のリーダーシップ
の確立
“集中と選択”
“成功事例の全学
展開”による

3D成長戦略の確立

大型投資による
“先鋭分野成長戦略”の

短期化
複数分野並行投資に
よる“3D成長戦略”の

展開
他機関との効果的な
連携による効果の拡大
“他機関連携型成長戦略”

2010～ 若手研究者の頭脳循環

2007～

戦略的研究推進プログラム創設

研究成果の商品化・産業化
（能登ふぐ等）

共同利用・共同研究拠点認定

IRに基づく効果的な
投資による成果の創出
（外部資金獲得等）

・KUGSの策定、国際基幹教育院の創設

・フロンティア工学類、生命理工学類、医薬科学類 等

・海外留学、アクティブラーニングの拡大

・先進予防医学共同専攻（博士課程） 等

・新学術創成研究科 融合科学共同専攻
ナノ生命科学専攻

・ナノ精密医学・理工学卓越大学院プログラム

・IRに基づく大学改革の行動計画

・大学の機能強化の方向性と部局運営との連動

・学長の下策定した教員採用計画。学長及び部局が
設定する主要研究課題に応じ研究グループを形成

・YAMAZAKIプランに応じた予算編成
・学長戦略経費、部局長戦略経費

・研究支援と研究成果の社会実装マネジメント

29.5億円

62.3億円

666人

3.2億円

人
材
育
成

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

※ 数値は2019年度実績

「卓越領域」の指定・育成 「卓越領域」の組織化 社会からの期待

学士課程改革 大学院改革 社会からの期待

ガバナンス改革 マネジメント改革 社会からの期待

・国の厳しい財政事情を踏まえた
第3期中期目標期間中の財政計画

・共同研究 直接経費・間接経費の算定見直し



社会からの投資
と

知・利益の還元

協働体制
の構築

“卓越研究領域の育成・先鋭化”と“グッドプラクティスの全学展開”による卓越分野増幅型経営改革金沢モデルの展開

あるべき将来像からのバックキャスティングによる “３つの成長戦略”とその推進体制

金沢大学の

経営改革ビジョン
大学が有する経営資源を最大限に活用し、社会における＜金沢大学＞のプレゼンスを向上させ

社会からの期待に応え投資を呼び込む “社会とのサーキュレーション” の確立を目指す

“先鋭分野成長戦略”の短期化

複数分野並行投資による
“3D成長戦略”の展開

“他機関連携型成長戦略”の展開

経営改革推進体制の
強化

経営戦略を展開する体制整備：経営戦略室、SHQ、オープンイノベーション機構、マルチリンク共創プラットフォームの設置
プランナー、コーディネーター、URA、UEAの配置、リサーチプロフェッサー制度の拡大、支援ファンドの設置

社会実装を見据えたマネジメントの展開：民間企業等の知見を活用した資金調達手法の導入、間接経費率の見直しによる原資の拡大

学長

YAMAZAKIプランに基づく経営戦略の司令塔
ポストコロナ社会に応じ民間手法も応用したこれまでの手法にとらわれない
経営戦略を展開

全学コーディネートの3本柱（3機構）

・若手研究者を中心とする海外ネット
ワークの形成（海外研究者のクロアポ等）

・共同研究講座等のスタートアップ支援

・IRに基づく次世代育成分野の選定
・融合研究の組織的展開と成果の拡散
・社会科学分野の研究センターの設置
（例：観光ホスピタリティ研究等）

・大学間連携による研究所の設置
・共同教育課程の設置
・VC・支援ファンドの創設
・共同研究講座等のスタートアップ支援

経営戦略プランナーの配置

オープンイノベーション機構

先端科学・社会共創推進機構

グローバル人材育成推進機構

マッチングコーディネーター、URA、UEA等の増員配置

ストラテジーヘッドクオーター（SHQ）

・グローバル人材育成方針策定
・人材育成プログラム展開

・研究プロジェクト支援
・社会共創活動の企画展開

・組織対応型プロジェクト研究
マネジメント

・社会実装等
出口戦略

企業

自治体

出口を見据えた持続的な
戦略展開の仕組みを再構築

新設

新設

新設

プランニング機能
マネジメント機能強化

大学情報戦略室を再編し、学長直下の組織に改編
経営戦略室

地域政策研究センター
国際文化資源学
研究センター

先端宇宙理工学
研究センター

AIホスピタル・マクロ
シグナルダイナミクス
研究開発センター

高度モビリティ
研究所（仮称）

新学術創成研究機構

ナノ生命科学研究所

人間社会研究域

理工研究域

医薬保健研究域 がん進展制御研究所

ナノマテリアル研究所

設計製造技術研究所

環日本海域
環境研究センター

子どものこころの
発達研究センター

先進予防医学
研究センター

学際科学
実験センター

VC・支援ファンド

新設
マルチリンク
共創プラット
フォーム
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金沢大学の

経営改革ビジョン
大学が有する経営資源を最大限に活用し、社会における＜金沢大学＞のプレゼンスを向上させ

社会からの期待に応え投資を呼び込む “社会とのサーキュレーション” の確立を目指す

“３つの成長戦略”による目指す成果指標（KPI）
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研究力・・・トップ10％補正論文数

“成長戦略”設定に至るIR事例（研究力強化）

国際共著文献率(%)

相
対
被
引
用
イ
ン
パ
ク
ト
値
（※

）

金沢大学
（601-800）

出典：Scival収録データ（2013～2017年）

○の大きさ：論文数
機関名の下の（）内：Times Higher Education (THE)によるWorld University Rankings2018 の順位

ロスキレ大学
（デンマーク）

（401-500）

ホーエンハイム大学
（ドイツ）

（251-300）

グライフスヴァルト大学
（ドイツ）

（401-500）

ヨハネス・ケプラー大学
（オーストリア）

（501-600）

トゥルク大学
（フィンランド）

（351-400）
ハッセルト大学
（ベルギー）
（401-500）

ユヴァスキュラ大学
（フィンランド）

（401-500）世宗（セジョン）大学
（韓国）

（501-600）

※相対被引用インパクト値
（FWCI：Field Weighted Citation 
Impact）
：論文の被引用数を、その論文と同じ

出版年・分野・文献種の論文を基に、
世界平均（基準値）化した指標。
平均値は1.0となる。

ベンチマークとして金沢大学の規模と同程度のランキング上位８大学を抽出

⇒被引用数に関する指標は、“結果として”増加する指標であり
そのためには論文数の増や、質の高い論文を生産することを担保しつつ
「国際共著論文の増加」を強く意識することが重要

特定分野を
中心に国際共
著論文増加策

を展開

THE 世界ランキングスコア

「アジアで最もイノベーティブな大学Top75」
入選

Clarivate Analytics（旧 Thomson 
Reuters IP＆Science）の論文・特許
データに基づく、平成29年「アジアで
最もイノベーティブな大学Top75」
アジア47位

⇒ 成長戦略の展開の結果、徐々に成果が表出

先鋭分野
成長戦略

特定分野に
資源を集中

特定分野が牽引役となり
大学全体のプレゼンスを

向上させる

特定分野を中心に
国際共著論文
増加策を展開

ナノマテリアル科学分野

ナノ生命科学分野
大学全体

ナノマテリアル科学分野

ナノ生命科学分野

大学全体

ナノ生命科学
ナノマテリアル科学分野

大学全体 90
6862

50

(億円)

民間割合

そ の 他 の K P I
経常収益に占める受託・共同研究収益割合（病院収益を除く）

経常収益に占める寄附金割合

10.0％
2.2％

NEW 7.7％
2.0％

（2016）（2019）
12.7％

2.8％

（2022）
18％
4.0％

（2027）

２０１９年実績や経営改革ビジョンの補正により上方修正

“卓越研究領域の育成・先鋭化”と“グッドプラクティスの全学展開”による卓越分野増幅型経営改革金沢モデルの展開
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